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参
加
者
が
台
本
の
登
場
人
物
に
な

り
、
会
話
や
証
拠
を
手
掛
か
り
に
事

件
の
真
相
を
探
る
「
劇
本
殺
」
。
一

般
的
に
は
５
〜
８
人
ほ
ど
で
遊
び
、

１
回
の
所
要
時
間
は
４
〜
６
時
間
程

度
。
作
品
に
よ
っ
て
は
衣
装
に
着
替

え
、
作
り
込
ま
れ
た
部
屋
を
歩
い
て

証
拠
を
探
す
な
ど
、
ド
ラ
マ
の
中
に

入
り
込
ん
だ
よ
う
な
体
験
が
楽
し
め

る
。

　

中
国
で
は
２
０
１
０
年
代
後
半
か

ら
専
門
店
が
増
え
、
若
者
の
新
た
な

社
交
娯
楽
と
し
て
定
着
し
た
。
推
理

だ
け
で
な
く
、
恋
愛
や
歴
史
、
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
、
感
動
物
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

も
幅
広
い
。
全
員
に
異
な
る
役
柄
と

物
語
が
用
意
さ
れ
、
自
分
が
〝
脇

役
〞
に
な
り
に
く
い
こ
と
も
人
気
の

理
由
だ
。

　

店
舗
で
は
Ｄ
Ｍ
が
進
行
を
担

い
、
作
品
に
よ
っ
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が

登
場
し
て
物
語
を
盛
り
上
げ
る
。

若
い
脚
本
家
や
演
者
、
店
舗
ス
タ

ッ
フ
が
新
し
い
作
品
や
演
出
を
生

み
出
し
、
同
世
代
の
客
が
友
人
と

の
集
ま
り
や
団
体
活
動
で
楽
し

む
、
若
者
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

も
成
長
し
て
き
た
。

　

料
金
は
店
や
作
品
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
一
般
的
な
卓
上
型
な
ら
１
人

１
０
０
〜
３
０
０
元
程
度
が
目
安
。

豪
華
な
実
景
や
演
者
を
使
う
没
入
型

で
は
、
さ
ら
に
高
額
に
な
る
場
合
も

あ
る
。
ま
た
長
期
戦
に
な
る
場
合

は
、
食
事
を
デ
リ
バ
リ
ー
し
た
り
、

麻
雀
を
挟
み
な
が
ら
楽
し
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
。

　

ど
こ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に

も
１
〜
２
店
舗
「
劇
本
殺
」
店
が
あ

る
が
、
台
本
の
読
解
と
参
加
者
同
士

の
会
話
が
中
心
の
た
め
、
中
国
語
に

不
慣
れ
な
人
に
は
難
易
度
が
高
い
。

挑
戦
す
る
な
ら
、
初
心
者
向
け
作
品

を
選
び
、
中
国
語
が
得
意
な
友
人
と

参
加
す
る
の
が
安
心
だ
。

　

小
さ
な
ビ
ー
ズ
を
並
べ
、熱
で
固
め

て
作
品
を
作
る「
拼
豆（
ア
イ
ロ
ン
ビ

ー
ズ
）」。日
本
で
も
子
ど
も
の
工
作

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、中
国

で
は
近
年
、若
者
を
中
心
と
し
た
創

作
趣
味
と
し
て
急
速
に
人
気
を
集
め

て
い
る
。中
国
で
使
わ
れ
る
拼
豆
は
、

日
本
で
一
般
的
な
も
の
よ
り
細
か
な

サ
イ
ズ
の
商
品
も
多
く
、よ
り
複
雑

な
表
現
が
で
き
る
点
も
特
徴
の
ひ
と

つ
だ
。

　

人
気
の
背
景
に
は「
推
し
活
」需

要
が
あ
る
。好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

ア
イ
ド
ル
、ゲ
ー
ム
作
品
の
デ
ザ
イ
ン

を
自
分
で
作
れ
る
た
め
、既
製
品
に

は
な
い〝
自
分
だ
け
の
グ
ッ
ズ
〞と
し
て

楽
し
む
人
が
増
加
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ

「
小
紅
書
」で
は
完
成
作
品
の
投
稿

も
盛
ん
で
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
け
で
な

く
、食
べ
物
や
人
物
、ロ
ゴ
な
ど
、ア
イ

デ
ア
次
第
で
何
で
も
表
現
で
き
る
自

由
さ
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
は
、材
料
を
そ
ろ
え
た
体
験

型
の
拼
豆
店
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

な
ど
に
登
場
。店
舗
で
は
数
百
種
類

の
ビ
ー
ズ
か
ら
好
き
な
色
を
選
べ
、図

案
や
必
要
な
道
具
も
す
べ
て
用
意
さ

れ
て
い
る
た
め
、初
心
者
で
も
気
軽
に

挑
戦
で
き
る
。ス
タ
ッ
フ
が
遊
び
方
を

教
え
て
く
れ
た
り
、一
番
難
し
い
作
業

で
あ
る
ア
イ
ロ
ン
プ
レ
ス
を
し
て
く
れ

る
の
で
安
心
。料
金
は
１
時
間
28
〜

58
元
程
度
が
相
場
で
、制
限
時
間
内

な
ら
何
作
品
で
も
制
作
で
き
る
店
も

多
い
。

　

ピ
ン
セ
ッ
ト
を
用
い
、図
案
を
見
な

が
ら
進
め
る
細
か
な
作
業
の
た
め
、

目
安
と
し
て
６
〜
７
歳
頃
か
ら
楽
し

め
る
が
、大
人
も
夢
中
に
な
る
人
が

続
出
。友
人
と
会
話
し
な
が
ら
作
品

を
作
っ
た
り
、完
成
品
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共

有
し
た
り
と
、拼
豆
は
単
な
る
工
作

か
ら「
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
楽
し

む
」新
し
い
体
験
消
費
へ
と
進
化
し
て

い
る
。

買い物だけでは満足しない時代
へ。上海のショッピングモールで
は、作る・演じる・楽しむ「体験型消
費」が若者を中心に広がってい
る。注目の２大ジャンルを紹介。

小
さ
な
ビ
ー
ズ
で
広
が
る
創
作

推
し
活
か
ら
生
ま
れ
た
新
趣
味

物
語
の
主
役
に
な
れ
る
没
入
型

若
者
を
つ
な
ぐ
新
感
覚
型
エ
ン
タ
メ

作る、演じる、ハマる作る、演じる、ハマる作る、演じる、ハマる作る、演じる、ハマる

拼豆拼豆拼豆
小さなビーズを並べ、アイロンで熱を加えて作品を作
るD I Y遊び。キャラクターやアクセサリー作りが人気
で、近年は大人も楽しむ創作趣味として広がっている。

小さなビーズを並べ、アイロンで熱を加えて作品を作
るD I Y遊び。キャラクターやアクセサリー作りが人気
で、近年は大人も楽しむ創作趣味として広がっている。

❶ 図案を選ぶ
まずは作りたい作品の図案を決
める。店が用意した豊富なサンプ
ルから選ぶこともできるほか、小
紅書やネットで見つけたお気に
入りの図案を印刷して持ち込む
ことも可能。キャラクターや食べ
物、動物など、自分の好みに合わ
せた作品作りが楽しめる。

❷ ビーズを並べて制作
図案をもとに、必要な色のビーズ
や専用プレート、ピンセットなどの
道具を受け取り、制作スタート。小
さなビーズを一粒ずつ並べる細か
な作業だが、色合わせを考えなが
ら集中できるため、友人と会話を
楽しみながら没頭する人も多い。

❸ アイロンで固めて完成
完成した作品はスタッフがアイロ
ンで熱を加え、ビーズ同士を接
着。多くの店舗では、制限時間内
であれば作れる作品数に制限が
なく、簡単なキーホルダーを複数
作ることも可能。またアイロン加
工方法も選べる。

劇本殺劇本殺劇本殺
参加者が物語の登場人物になり、台本を読みなが
ら会話や証拠集めを進める体験型ゲーム。推理だ
けでなく、演技や衣装、物語への没入も楽しめる。

参加者が物語の登場人物になり、台本を読みなが
ら会話や証拠集めを進める体験型ゲーム。推理だ
けでなく、演技や衣装、物語への没入も楽しめる。

❶ 作品と役柄を選ぶ
まずは参加人数や好みに合わ
せ、遊ぶ作品を決める。推理、歴
史、恋愛、ホラーなどジャンルは
さまざま。各自の役柄が決まると、
ＤＭ（司会者）から世界観や基本
ルールの説明を受け、それぞれ
専用の台本を受け取る。一般的
には５～８人程度で遊ぶ。

❷ 台本を読み、役を演じる
自分の台本を読み、人物の過去
やほかの登場人物との関係、秘
密を把握する。その後、役になり
きって自己紹介を行い、会話や
質問を通じて物語を進行。途中
で証拠を集めたり、新たな情報を
確認したりしながら、事件の全体
像を探っていく。

❸ 話し合って真相を推理
集めた証拠や各人物の発言を
照らし合わせ、参加者同士で議
論。疑わしい人物を投票で選び、
最後にＤＭが事件の真相や物語
の結末を解説する。実景型の店
舗では、衣装への着替えやＮＰＣ
の演技、照明・音響を使った演出
が加わることもある。

遊び方

遊び方


